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六
月
九
日
付
の
毎
日
新
聞
大
阪
版
に
よ
れ
ば
、
関

西
電
力
は
、
安
全
性
と
経
済
性
が
優
れ
た
次
世
代
型

の
原
子
炉
の
研
究
開
発
を
原
発
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で

進
め
る
方
針
を
固
め
た
そ
う
だ
。
原
子
力
発
電
事
業

を
推
進
す
る
た
め
、
国
に
将
来
の
原
子
炉
の
モ
デ
ル

と
し
て
提
示
し
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
岩
根

関
電
社
長
は
「
温
室

効
果
ガ
ス
を
大
幅
削

減
す
る
に
は
二
〇
五
〇

年
に
も
一
定
の
原
発
は

必
要
。
次
の
安
全
炉

検
討
の
一
翼
を
我
々
も

担
い
た
い
」
と
強
調
し

た
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
指
針
と
な
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

の
改
定
案
（
今
夏
に

閣
議
決
定
）
で
は
、
原

発
に
つ
い
て
「
安
全
性
・
経
済
性
・
機
動
性
に
優
れ

た
炉
の
追
求
を
進
め
る
」
と
し
て
お
り
、
関
電
の
構

想
は
ま
さ
に
そ
れ
に
沿
っ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
は
原
発
に
関
わ
る
既
存
の
社
内
組
織
で
取
り

組
む
予
定
で
、
三
菱
重
工
業
な
ど
の
原
発
メ
ー
カ
ー

と
と
も
に
海
外
の
技
術
動
向
な
ど
も
探
る
方
針
だ
と

い
う
。
た
だ
、
次
世
代
炉
の
具
体
的
な
内
容
や
、
国

へ
の
提
示
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
未
定
と
し
て
い
る
。

　

電
源
構
成
に
お
け
る
原
発
の
比
率
が
高
い
関
電
は

福
井
県
の
美
浜
原
発
な
ど
計
四
基
の
廃
炉
作
業
を
進

め
、
美
浜
で
は
原
発
の
建
て
替
え
を
目
指
し
て
い
る
。

関
電
や
原
発
メ
ー
カ
ー
に
は
、
新
規
の
原
発
建
設
が

進
ま
な
け
れ
ば
、
原
子
力
関
連
の
産
業
や
研
究
を
目

指
す
若
者
が
減
り
、
技
術
力
が
維
持
で
き
な
く
な
る

と
の
危
機
感
が
あ
る
。
東
京
電
力
福
島
第
一原
発
事
故

後
、
東
日
本
の
原
発
の
再
稼
働
が
遅
れ
る
な
か
、
関

電
な
ど
西
日
本
の
原
発
の
再
稼
働
は
一定
程
度
進
ん
で

い
る
。
た
だ
、
原
発
に
対
す
る
世
論
が
割
れ
る
な
か
、

基
本
計
画
の
改
定
案
は
、
原
発
の
新
増
設
や
建
て
替

え
に
つ
い
て
は
直
接
の
言
及
を
避
け
て
い
る
。
関
電
は

安
全
性
の
高
い
次
世
代
炉
の
研
究
開
発
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
新
規
の
原
発
建
設
に
対
す
る
世
論
の
理
解
を

得
た
い
考
え
だ
。
ま
た
、
政
府
が
五
〇
年

に
温
室
効
果
ガ
ス
八
〇
％
削
減
を
掲
げ
る

目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
原
発
も
選
択
肢

と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
岩

根
社
長
は
「
原
子
力
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
む
し
ろ
増
す
」

と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
両
市
の
水
泳
事
情
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
市
民
か

ら
最
も
愛
さ
れ
て
い
る
水
泳
場
の

ひ
と
つ
が
ド
ナ
ウ
イ
ン
ゼ
ル
で
あ

る
。
新
旧
ド
ナ
ウ
に
挟
ま
れ
た
全

長
二一キ
ロ
に
及
ぶ
中
州
で
、
と
り

わ
け
ド
ナ
ウ
新
流
は
快
適
な
河
川
水
泳
場
と

な
っ
て
い
る
。
岸
辺
の
階
段
や
係
留
さ
れ
た
筏

が
水
遊
び
の
快
適
な
休
憩
ポ
イ
ン
ト
。
ウ
ィ
ー

ン
市
中
心
か
ら
も
近
い
。
か
つ
て
蛇
行
し
て
い

た
ド
ナ
ウ
の
傍
流
が
ド
ナ
ウ
旧
流
で
、
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
環
境
の
水
泳
場
が
あ
る
。
愛
ら
し
い

レ
ス
ト
ラ
ン
や
貸
し
ボ
ー
ト
も
あ
る
。
ウ
ィ
ー

ン
市
民
の
憩
い
の
場
、
ア
ル
テ
ド
ナ
ウ
や
ゲ
ン

ゼ
ホ
イ
フ
ェ
ル
ビ
ー
チ
、
三
十
万
平
方
米
と
い

う
欧
州
最
大
規
模
の
エ
リ
ア
に
は
、
プ
ー
ル
や

三
つ
の
自
然
ビ
ー
チ
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
コ
ー
ナ
ー
、

数
多
く
の
シ
ャ
ワ
ー
設
備
が
あ
る
。
丘
陵
地

帯
に
あ
る
デ
ブ
リ
ン
ガ
ー
・
バ
ー
ト
や
シ
ャ
ー

フ
ベ
ル
ク
バ
ー
ト
で
は
、
プ
ー
ル
と
芝
生
に
加
え
、

市
街
地
を
一望
す
る
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
一
方
京
都
で
も
一
般
向
け
の
プ
ー
ル
が
多
い
。
右
京

区
西
京
極
の
京
都
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
は
、
太
陽
光
発
電

や
雨
水
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
施
設
。

国
際
大
会
も
開
か
れ
る
五
〇
米
プ
ー
ル
と
年
間
を
通

じ
て
利
用
で
き
る
二
五
米
の
温
水
プ
ー
ル
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
備
え
た
幼
児
プ
ー
ル
な
ど
、
選

手
か
ら
家
族
連
れ
ま
で
楽
し
め
る
。
右
京
区
梅
ヶ
畑

の
や
ま
ご
え
温
水
プ
ー
ル
は
、
市
の
焼
却
施
設
・
北

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
焼
却
熱
を
利
用
す
る

施
設
。プ
ー
ル
の
水
温
管
理・浄
化・フ
ロ
ア
の
床
暖
房・

空
調
な
ど
、
必
要
な
電
力
は
す
べ
て
ご
み
発
電
で
ま

か
な
わ
れ
る
。
プ
ー
ル
は
二
五
米
コ
ー
ス
の
み
だ
が
、

水
深
八
〇
セ
ン
チ
と
一二
〇
セ
ン
チ
の
コ
ー
ス
が
隣
接

し
、
子
供
の
練
習
に
ピ
ッ
タ
リ
。
こ
の
他
、
賀
茂
川
と

高
野
川
が
交
わ
る
鴨
川
デ
ル
タ
や
賀
茂
川
上
流
の
柊

野
（
ひ
ら
ぎ
の
）
な
ど
で
川
遊
び
や
付
近
で
ピ
ク
ニ
ッ

ク
が
で
き
る
。
両
市
で
は
、

夏
場
に
は
市
民
が
水
泳
や

水
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
る

の
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
著
者

は
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
時
、
水

泳
を
す
る
機
会
は
な
か
っ

た
が
、
ド
ナ
ウ
川
で
足
を

浸
し
た
こ
と
が
あ
る
。
京

都
で
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

部
の
練
習
の
合
間
に
部
員

と
一
緒
に
京
大
の
プ
ー
ル
で

泳
い
だ
。
小
学
時
代
か
ら

平
泳
ぎ
が
得
意
だ
っ
た
が
、

多
く
の
学
生
で
芋
の
子
を

洗
う
よ
う
だ
っ
た
。
両
市

の
水
泳
事
情
を
紹
介
で

き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、

ド
ナ
ウ
イ
ン
ゼ
ル
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純   

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています： http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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